「プレゼン大会までの流れ」と「その後」
はじめに
プレゼン大会はプレゼンをすること自体が目的ではありません。

起業というのはあまくありません。この瞬間でも多くの起業家が生まれ、そして諦めていきます。そうならないためにプレゼン大会までの準備期間において、「事業計画をブラッシュアップすること」が最大の目的となっています。

多くの人が若者に期待をし、様々な形で協力をしてくれます。
このプレゼン大会についてもそうです。短期間ですが、ボランタリーな形で先輩たちがフォローしてくれます。
それをチャンスととらえ、うまく利用していただけたらと思います。

発表した事業計画を実現するためのフォローを目的としたアグリホリックの事業に「新城志塾」というものがあります。有志のみの参加になりますが、詳しくは別紙「新城志塾について」を参照してください。

大会当日までの流れ

· 書類審査
8月20日(土)～9月15日(木)の間に送っていただいたエントリーシートをもとに書類審査を行います。
結果は１０月の初旬にメールにて連絡いたします。
（場合によっては、面接をお願いすることがあります。）

· コーディネーター決定、「事業計画の練り直し」と「プレゼン資料への落とし込み」
各プレゼンターにつき一人のコーディネーターがつきます。
コーデイネーターとは、プレゼンターをサポートする人です。
大会に向けて、一緒に事業計画をいろんな視点から見直したり、それをプレゼン資料に落とし込んでいきます。


· 中間報告会
11月1日(火)の中間報告会では、丸一日拘束されます。
ここで行われる内容は下記の４つの繰り返しです。
· 本番を想定したプレゼンを行う。
· プレゼンした事業内容に対する質疑応答。
· [bookmark: _GoBack]「事業内容」、「質疑への対応」、「プレゼン資料」、「プレゼンの仕方」について指摘を受ける。
· 指摘を元に「事業内容」や「プレゼン資料」等を再構築する。

· 課題の改善
中間報告会で浮き上がった課題を12月3日(土)までに、コーディネーターと再度練り上げ、完成度を上げていきます。

· プレゼンの練習
大会の２日ほど前から、会場である鳳来館に大会当日と同じセットを組みますので、夜１９時以降からプレゼンの練習ができます。
プレゼンは練習が全てです。どんなに良い事業計画を組んだり、どんなに良いプレゼン資料を作っても上手く話せないと相手に伝わりません。
ここで「声の大きさ」や「話すスピード」の確認や見直しをして本番に備えます。

· 大会当日
12月3日(土)12時までに、鞄に「プレゼン資料」と「情熱」を詰め込んで鳳来館にお越しください。

